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●韓　国

マクロ経済動向
韓国銀行（中央銀行）が6月9日に公表

した2021年第1四半期の成長率（改定
値）は、季節調整値で前期比1.7％となり、
前期の同1.1％を上回った。需要項目別に
見ると内需では、最終消費支出は同1.3％
で前期の同▲1.1％からプラスに転じた。
固定資本形成は同2.5％で前期の同1.8％

四半期 CCI の調査が開始された2014年

の第1四半期以降、6カ月の予想インフレ
率は平均3.4％だったが、実際のインフレ
率は2.2％であった。

2022年の第1四半期のインフレ率は
9.1％になると予想されている。前年同期
比3.6ポイント上昇している。 2021年の第
1四半期の年間インフレ率は5.6％と予想さ
れていたが、実際のインフレ率は2.5％で
あった。 2014年の第1四半期以降、予
想される年間インフレ率は平均5.2％だった
が、実際のインフレ率は4.7％だった。

調査参加者の37.8％は、米ドルの為替
レートが前年度から2.2ポイント低下すると
予想している。消費者は今後6カ月間で1
ドル＝2900トゥグルグ の為替レートを予想
している。 2021年第1四半期の実際の
米ドルの為替レートと比較すると、予想為
替レートは約50トゥグルグ高くなっている。

を上回った。その内訳では建設投資は同
1.3％で、前期の同3.5％から低下した。設
備投資は同6.1％となり、前期の同▲0.6％
からプラスに転じた。外需である財・サー
ビスの輸出は自動車、携帯電話が伸びて
同2.0％となったが、伸び率は前期の5.3％
から低下した。一方で財・サービスの輸
入も機械類と金属製品の増加により同▲ 

2.9％となっている。

2021年第1四半期の鉱工業生産指数

伸び率は季節調整値で前期比3.4%とな
り、前期の同2.9％から上昇した。月次で
は季節調整値で、2021年4月に前月比▲
1.6％、5月に同▲0.7％と大きく低下してい
る。

2021年第1四半期の失業率は季節調
整値で4.4％であった。月次では2021年4
月に3.7％、5月は3.8％となっている。

2021年第1四半期の貿易収支（IMF
方式）は196億ドルの黒字で前期の306億

（注）国内総生産、最終消費支出、固定資本形成、鉱工業生産指数は前期比伸び率、生産者物価、消費者物価は前年同期比伸び率、株価指数は期末値
　　国内総生産、最終消費支出、固定資本形成、鉱工業生産指数、失業率は季節調整値
　　国内総生産、最終消費支出、固定資本形成、生産者物価、消費者物価は2015年基準
　　貿易収支、輸出入はIMF方式、輸出入はｆｏｂ価格
（出所）韓国銀行、統計庁他

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 20年
4-6月 7-9月 10-12月 21年

1-3月 21年4月 5月 6月

実質国内総生産（％） 2.9 3.2 2.9 2.0 ▲ 1.0 ▲ 3.2 2.1 1.1 1.7 - - -
最終消費支出（％） 3.0 3.1 3.7 2.9 ▲ 2.4 1.4 0.1 ▲ 1.1 1.3 - - -
固定資本形成（％） 6.6 9.8 ▲ 2.2 ▲ 2.8 2.6 ▲ 0.4 ▲ 1.4 1.8 2.5 - - -
鉱工業生産指数（％） 2.2 2.5 1.5 ▲ 0.1 0.4 ▲ 7.1 6.0 2.9 3.4 ▲ 1.6 ▲ 0.7 -
失業率（％） 3.7 3.7 3.8 3.8 4.0 4.2 3.8 4.1 4.4 3.7 3.8 -
貿易収支（百万USドル） 116,462 113,593 110,087 79,812 81,945 9,501 26,202 30,614 19,628 4,559 - -
輸出（百万USドル） 511,926 580,310 626,267 556,668 516,604 108,779 132,100 146,104 145,641 52,169 - -
輸入（百万USドル） 395,464 466,717 516,180 476,856 434,659 99,278 105,898 115,490 126,013 47,609 - -
為替レート(ウォン/USドル) 1,160 1,130 1,101 1,166 1,180 1,220 1,188 1,116 1,115 1,118 1,123 1,122
生産者物価（％） ▲ 1.8 3.5 1.9 0.0 ▲ 0.5 ▲ 1.5 ▲ 0.5 ▲ 0.2 2.3 6.0 6.4 -
消費者物価（％） 1.0 1.9 1.5 0.4 0.5 ▲ 0.1 0.6 0.4 1.1 2.3 2.6 2.4
株価指数（1980.1.4：100） 2,026 2,467 2,041 2,198 2,873 2,108 2,328 2,873 3,061 3,148 3,204 3,297
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ドルから減少している。また4月の貿易収
支は46億ドルの黒字であった。

2021年第1四半期の対ドル為替レート
は1ドル＝1115ウォン、月次では2021年4月
に同1118ウォン、5月に同1123ウォン、6月
に同1122ウォンと推移している。

2021年第1四半期の消費者物価上昇
率は前年同期比1.1％であった。月次では
2021年4月に前年同月比2.3％、5月に同
2.6％、6月に同2.4％と推移している。2021
年第1四半期の生産者物価上昇率は前
年同期比2.3％であった。月次では2021
年4月に前年同月比6.0％、5月に同6.4％で
あった。

2021年及び2022年の経済展望
韓国銀行は5月28日に経済見通しを発

表した。2021年の成長率はコロナ禍から

2020年実績の▲0.1％からプラスに転ず
る。外需である輸出は世界経済の回復に
よる半導体需要の高まりにより9.0％となり、
2020年実績の▲0.5％からプラスに転ずる
としている。

2021年の失業率については3.9％で
2020年の4.0％から低下するとしている。
雇用者数の増加は14万人で2020年の22
万人の減少から増加に転ずると見込んで
いる。2022年については、失業率は3.8％、
雇用者数の増加は23万人としている。

一方、2021年の消費者物価上昇率は
1.8％で、2020年の0.5％から上昇すると予
測している。2022年については1.4％とし
ている。

ERINA 調査研究部主任研究員
　中島朋義

の回復を見込んで4.0％と高い伸びを予測
した。これは2020年の実績▲1.0％から大
きな回復となる。また2022年の成長率は
3.0％としている。2021年の成長率につい
ては、年前半が前年同期比3.7％、年後
半が同4.2％と予測している。

2021年の成長率を需要項目別に見る
と、内需はまず民間消費がコロナ禍の影
響を脱し、2.5％となり、2020年実績の▲ 

4.9％からプラスに転ずる。一方、設備投
資は半導体需要の増大によるIT 部門の

伸びを反映して7.5％となり、2020年実績
の6.8％に続き高い水準を維持する。建設
投資においては、住宅建設投資は年後
半に回復が予測される。また非住宅建設
投資も段階的な回復が予測される。さら
に公共投資による土木投資の伸びにも助
けられ、建設投資全体では1.3％となり、

ゼントにするつもりであると述べた。

平壌農業大学創立40周年
2021年3月31日付『朝鮮新報』によれ

ば、平壌農業大学が創立40周年を迎え
た。同大学は1981年3月28日に創立さ
れ、教育と研究において多くの成果を上げ
たそうである。

恩情茶飲料工場が竣工、各種茶飲料
を生産

2021年3月31日付『朝鮮新報』によれ
ば、同年2月に平壌市楽浪区域南寺里地
区に恩情茶飲料工場が竣工し、ここで緑
茶、紅茶、鉄観音茶（ウーロン茶）などの
ペットボトル飲料が生産されているとのこと
だ。恩情茶は黄海南道康翎郡康翎邑に
ある「康翎国際緑色示範区」で生産され
ていることが知られている。

電力工業部門で第1四半期の計画を
達成

2021年3月31日発『朝鮮中央通信』に
よれば、同月30日までに電力工業部門の
第1四半期の計画を達成したとのことであ
る。北倉火力連合企業所、平壌火力発
電所、順川火力発電所等の火力発電所
でボイラーとタービン発電機の操作と運営


